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　和歌山城の桜につぼみがつき始め、春らしさを感じるようになってきました。
春といえば、卒業、入学、就職、引っ越しなど、学生や社会人にとって日常生活に変化があるシーズンです。出会い
があり、別れがあり、これまでとは違った新しい生活にワクワク、ドキドキしているのではないでしょうか。
私自身は特に日常生活に変化はありませんが、一つ挙げるとしたら「カリンバ」という楽器に出会ったことです。カリ
ンバの音を初めて聞いたときは、とてもワクワクしました。澄んだような綺麗な音色で温かみがあり、落ち着く音でし
た。私は楽譜を読むことが得意ではありませんが、弾いてみたいという思いだけで、今、カリンバに挑戦しています。
カリンバの演奏は思った以上に難しく、なかなかきれいな音を鳴らすことはできませんが、いずれは友人たちと一緒
に演奏できれば良いなと思っています。そんなカリンバはアフリカの楽器で、サムピアノ又はハンドオルゴールとも呼
ばれています。板や木箱に幾つかのピンが付けられた、持ち運びのしやすい小さな楽器です。取り付けられたピンを
親指ではじいて演奏しますが、形状や素材の種類、ピンの数に至るまで決まりはないようです。きっと一つ一つ違った
音色があり、その違った音色を楽しむ楽器なのでしょうね。
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　さて、歴史を振り返ると、紀州徳川家にもゆかりのある和楽器がたくさんあ
ります。様々な儀式の催しには、西浜御殿や西ノ丸、湊御殿などに舞台を設
置し、笙、横笛、琵琶、箏、和琴、鞨鼓、釣太鼓など、たくさんの和楽器を用
いたとされています。これらの楽器は、十代藩主である徳川治宝（はるとみ）
が雅楽に大きな興味を示したことにより集められたもので、自らも和琴や琵
琶を演奏して楽しんでいたそうです。

　そんな当時の和楽器は、千葉県にある国立歴史民俗博物館で多くが保管
されているようです。今は特別展以外でなかなか見ることができないようです
が、もし和歌山でそのような機会があれば、ぜひ見てみたいと思います。
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